
 

 

 

式辞を述べる金親理事長 

平成 28 年 2 月 15 日             ちば里山新聞（第 46 号）                   (1) 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災で被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。ともに復興に向けて努力してゆきましょう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

３年間を締めくくる卒業式 

1月 23日 ちば里山カレッジ 

ちば里山カレッジ「次世代リーダー養成コース」が終了し、50 名の修了生が「里山リ

ーダー」として巣立ちました。里山カレッジは、地球環境基金助成事業ならびに県民の

環境活動支援事業の支援を受けて進められてきたもので、平成 25 年度の「ボランテ

ィア養成コース」から始まり、平成 26 年度から「次世代リーダー養成コース」を加え、３

年目の今年が締めくくりの年となりました。講義や実習を通じて、団体活動のあり方

や運営について考察を深めた修了生が県内各地で活躍することが期待されます。 

卒業レポートを発表 卒業式は平成 28年 1月 23日（土）午後 1時 30分から、千葉県緑化推進拠点施設研修室で

行われました。ちば里山センター高橋副理事長開式のことばに続き、受講生が６班に分かれ卒業レポートを発表しまし

た。相続問題や福祉、あるいは防災やまちおこしなど、テーマ

は多岐にわたりました。伊藤理事の講評に続き、金親理事長か

ら式辞があり、卒業証書、修了証書が授与されました。また、

来賓の千葉県森林課森林政策室増田美幸副主査、千葉県環

境財団柴崎郁夫顧問、千葉県農林総合研究センター森林研

究所遠藤良太所長から、それぞれ祝辞が述べられました。 

受講生を代表して田中武さんが「里山カレッジで学んだ知

識と技術を活かして里山活動に励みたい。卒業生の活躍を見 

守ってほしい」と答辞を述べ式を終了しました。 

写真㊤＝答辞を述

べる田中武さん 

写真㊨＝Ｈ２７年度

ｎｅｗリーダーとス

タッフで 
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ちば里山センター 平成２８年度 通常総会 

日 時 ： 平成 28 年６月１２日（日）  会 場 ： 千葉県緑化推進拠点施設（袖ケ浦市長浦） 


